
時代の変化に機動的・柔軟に対応する⾏政について

内閣官房 ⾏政改⾰推進本部事務局

資料１



従来の⾏政改⾰思考からの転換

新たな⾏政改⾰へのアプローチ
基礎的なEBPMの実践を通じて、政策効果を⾼め、Policy Makingの質を向上させる。

① 政策⽴案・意思決定プロセスの抜本的な改⾰ → EBPMの推進
② DX・AIによる⾏政機能の⾼度化 → RSシステムの機能改善・AIの活⽤

〇 これまでの⾏政改⾰は、組織を再編したり無駄を排斥することを主眼としてきた。
〇 社会が複雑化し、⾏政への要請は多様化する⼀⽅、財政も⼈材も増加が⾒込めない。
〇 組織全体の⽣産性向上・省⼒化推進に対応した新しい時代にふさわしい⾏政の姿を考えるに

あたっては、EBPMやデジタル・AIの活⽤は不可⽋。

公務の魅⼒を⾼め、⼈材の確保・働き⽅改⾰にも寄与。
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地⽅公共団体

基礎的なEBPMの実践を通じて、政策効果を⾼め、Policy Makingの質を向上させる

事業所管課推進チーム

財政当局
（査定部局）

他府省
・関係機関

会計
部局

EBPM
部局

外部有識者

省内

政策⽴案・改善プロセスにおいて、政策効果発現
の経路を議論し、事業所管部局が⽬指す効果や
⽬論⾒、改善の「意思」を引き出す

コミュニケーション

過去の知⾒の共有や
他制度とのすみわけ

コミュニケーション

選定した事業や論点に
的確に知恵を出してい
ただき、担当部局の前
向きな対応を引き出し
てもらう

コミュニケーション

ワイズスペンディングの観点から
政策を⽴案・事業を改善

コミュニケーション

・管理職がマネジメントを発揮しつつ、若⼿も参画し
て、事業の効果を⼀層⾼めるための議論を⾏うこと
で、時代に求められる政策⽴案・改善を実現する。
・レビューシートへのドキュメンテーションを通じて知⾒
の継承・組織⼒の強化につなげる。

コミュニケーション

レビューシート作成・公表を通じて国⺠に分かりやすく
政策⽴案・事業改善の取組を伝える

コミュニケーション

⺠間事業者等

・執⾏のあり⽅を⼯夫・改善し、政策効果を⾼める
・現場の知恵を引き出す
・データに基づき、⾏政の現場にインサイトを与える

コミュニケーション

２

STEP①
現状・課題の分析

STEP②
ロジックモデルの構築

STEP③
点検・改善

（別紙）① 政策⽴案・意思決定プロセスの抜本的な改⾰

・⾏政官の政策⽴案能⼒の向上、
組織⼒の強化
・⾏政官が仕事にやりがいを感じ、
モチベーションが向上
→公務の魅⼒の向上

政府内
（⾏⾰事務局）
（総合調整）

国⺠



地⽅公共団体

基礎的なEBPMの実践を通じて、政策効果を⾼め、Policy Makingの質を向上させる

事業所管課
推進チーム

財政当局
（査定部局）

他府省
・関係機関

会計
部局

EBPM
部局

外部有識者

国⺠

省内

⾒える化サイトを通じ、政策
⽴案・事業改善の取組を
わかりやすく伝える（DX）

⺠間事業者等

３

AIの精度向上に資する知⾒の
提供、アジャイルな事業改善の
知恵出し

データの⼊⼿を効率化し（DX）、
得られたデータから現場の改善のイン
サイトを提供する（AI活⽤）

RSデータを利活⽤し、ワイズスペンディングの
観点から政策⽴案・事業改善（AI活⽤）

RS作成の省⼒化（DX）
優良改善事例を参考にした政策⽴案・
事業改善の提案（AI活⽤）

管理職がマネジメントを発揮しつつ、若⼿も参画し、
事業の効果を⼀層⾼めるための議論を⾏うことで、
時代に求められる政策⽴案・改善を実現する。

STEP①
現状・課題の分析

STEP②
ロジックモデルの構築

STEP③
点検・改善

・⾏政官の政策⽴案能⼒の向上、
組織⼒の強化
・⾏政官が仕事にやりがいを感じ、
モチベーションが向上
→公務の魅⼒の向上

コミュニケーション

② DX・AIによる⾏政機能の⾼度化

政府内
（⾏⾰事務局）
（総合調整）


